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前年同期１８６件

２９年確定値
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事故の型別
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事故の型別
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建設業の死亡災害の占める割合
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ハード
設備環境

ソフト
システムの安全化

個人管理
不安全行動の防止

機械の安全化不備
墜落防止など各種設備不全
安全装置、ガード不備
注意喚起標識不備

安全管理体制の不備
委員会、各種協議会の停滞
指揮者（作業主任者、誘導者、
合図者等）配置なし

事前の計画、作業標準等の不備

保護具の不使用、知識の欠如
積極的不安全行動
KYなど形骸化、意識の低下
作業標準、マニュアルの不履行

災害



下請事業者（クレーン）
資格者の配置
機械の整備点検
安全作業の確保
安全装置の有効保持

機械等貸与者
機械の点検整備

機械の能力等の書面交付

特定元方事業者
協議組織の設置
作業間の連絡調整
作業場所の巡視

教育に対する指導援助
計画の作成
合図の統一

特定発注者

移動式クレーンの使用に関
する必要な連絡調整

機械等の貸与を受けた者

資格技能の確認
作業内容等の通知

下請事業者（玉掛・土工）
資格者の配置
安全作業の確保

元請の計画等により作業





建設工事の安全衛生管理の２本柱
～協力会社と元請は車の両輪～

協力会社の役割

現場の安全管理は、工事を
しているすべての会社が行
うもの。

自社の作業員の安全を守る
のは、それぞれの会社であ
る。

元請の役割

現場を巡視し、それぞれの
会社を指導し、作業間の連
絡調整を行い、混在作業に
よる危険を防止すること。

特定元方事業者責任 事業者責任



荷重計は
「過負荷を防止
するための装
置」として認め
られない。

自動停止などの
機能を持った過
負荷防止装置が
必要。



なぜ不安全行動を起こすか

•しらない → 知識の不足 「知識教育」

•できない → 技量の不足 「技能教育」

•感じない → 感性の欠如 「体感教育」

•～だろう → 憶測的判断 「経験・繰返し」





ハード

ソフト（システム）

個人管理

• 機械の本質安全化

• 墜落防止など各種設備

• 安全装置、ガードなど

• 注意喚起標識など見える化

• 安全管理体制の構築

• 委員会、各種協議会の組織

• 社内審査体制、技能者の配
置

• 事前の計画、作業標準等

• 保護具の使用

• 安全教育等の実施

• KYなど意識の向上活動

• 作業標準、マニュアルの徹底


